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＜連絡事項＞

・内科診察より

小泉　きみ様：血糖安定している為、デキスターチェックは朝食前だけになります。ネオヨジンガーグル１本処方となっています。

南　市三郎様：発熱みられるため、臨時薬処方となっています。全身状態の観察していきましょう。

　　橋本　万　様：下肢の浮腫持続のため、臨時薬処方あり。浮腫の部位の観察、夜間就床時、下肢挙上していきましょう。

・皮膚科より

　　工藤　孝一様：皮膚科での臨時薬処方となっています。

　　浜中　トキエ様：家族より両手と頭部に塗る軟膏届いている為、準夜帯でつけてあげて下さ

　　　　　　　　　　い。

· 濱浦　正明様：今朝、強い声掛けに覚醒できず自力歩行困難で車椅子で移動。食事介助して

　　　　　　　　　いるが、主食1/4と水分250mlと水分のみ摂取され脱力あり、朝食後薬は服用されていない事や昨日の情報提供し千葉Drへ報告しています。定期薬が減薬となります。

· 高橋　良一様：お母様が目の手術をするとの事でしばらく面会に来られないそうです。

・看護課長より

　　日精協から通信教育上級コース及び指導者養成コースの募集がきています。希望者は、20日

　　までに看護課長まで連絡して下さい。

＜入浴ケア検討＞
· 入浴のメンバーについて

吉田　正太郎様～脳梗塞を起こしてから、1Fの入浴時に「勘弁してください。」と泣き出すことがあり

　　　　　　　　　　　階段を降りなければいけない為か入浴しない事があったので2Fで入浴して頂きましょう。

田中　清様・高橋　良一様・小比類巻　末五郎様

～　スタッフ毎で1Fで入浴したり2Fで入浴したりと統一されていません。自力で立ち上がったり出来るので、1Fで入浴して頂きましょう。

　　濱浦　正明様～状態不安定の為、状態見ながら入浴して頂きましょう。2Fで入浴です。

　　

＜勉強会　回想法に流れについて＞

9：30～9：40　　ミーティング（内容・注目患者様等の情報交換）、音楽をやる場合は、キーボー

　　　　　　　　ドの準備、使用する物の準備をする。

10：00　　　　　9：50頃より参加メンバー（C・Dユニット）を誘導し、開始する。

　　　　　　　　計画書に関しては、具体的な案を考え継続して参加するスタッフと菅野さんが

　　　　　　　　一緒に作成している。

11：00　　　　　終了。雰囲気を大切にし、空間（集中力が高まる）も大事にしてやっていくと

　　　　　　　　良いそうです。

14：00　　　　　開始。（A・Bユニット）

15：00　　　　　終了。その後より、セッションについての振り返りをしながら精神療法の記録

　　　　　　　　を記入していく。

　　＊一定のスタッフがやる事で継続性をもたせ、私にも患者様にもとても重要なことであると

　　　認識して貰う。

＜濱浦様ケアプラン検討＞

♯１には夜間の睡眠状態の観察を追加。

♯２　増薬による副作用の出現がある

　目標：副作用の早期発見が出来る

①　服薬時の状況・観察・確認

2 一般状態の観察（副作用も）、食事状況、歩行時のふらつき、流涎、眠気、傾眠、失禁

3 副作用の症状強い時は主治医へ報告する。

　　

4/11午前食事に時間要している。ガラスへ突進したり他者とのトラブルあり202号室へ移室

となっている。移室ごはトラブルないが徘徊頻回に見られていた。

＊一般状態や副作用に要観察していく。

　　

